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● 製品の機能が十分に発揮できるように、この施工
説明書に沿って正しく取り付けてください。
また、取り付け後は、お客様にご使用方法を十分
にご説明ください。
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安全上のご注意
この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお取り付けください。
この説明書では、機器を安全に正しくお取り付けいただき、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止
するために、つぎのような表示をしています。

警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

注意
この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が

想定される」内容です。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。（下記は絵表示の例です。）

このような絵表示は、行ってはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

設置工事は、設置専門業者または指定業者
が行う

誤った設置工事や移設工事
は、火災・感電・水漏れの原
因になります。

電気工事・配線工事は電気設備技術基準や
内線規定に従い、安全確実に行う

誤った電気工事・配線工事
は、感電や火災の原因にな
ります。

●電気・配線工事は、電気工事士の方が、行って
　ください。

設置・配管工事は、現場の設置図及び工事
説明書に従い、必ず付属の部品を使って確
実に行う

強度不足や取付が不完全な
場合は、本体の落下などに
よるけがや、火災・感電・水
漏れなどの原因になります。

設置終了後は、設置・配線工事が確実にで
きているか確認する

設置が不完全な場合は、本
体の落下などによるけがや、
火災・感電・水漏れなどの
原因になります。

■ 表示内容を無視して誤った施工をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し説

 明しています。

警告

はじめに
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安全上のご注意　

警告

アース線接続

ぬれ手禁止 禁止

禁止

アース線接続

禁止

アース線が電源コンセントのアース端子に
接続 (D種接地) されていることを確認する

アース工事がされていない
と故障や漏電のとき、感電
する原因になります。アー
ス工事は、お近くの工事店
に依頼してください。

分解や改造をしない

感電や火災・故障の原因に
なります。

アース線は、水道管には絶対に接続しない

火災・感電の原因になりま
す。アース線は必ずコンセ
ントアース端子に接続して
ください。

ぬれた手で、電源プラグを抜き差ししない

感電の原因になります。

電源コードは途中で切断したり、接続して
延長しない

火災・感電の原因になります。

電源コードは、給湯管などの高熱になるも
のに近づけない

●電源コードが加熱され破損し、火災・感電の
   原因になることがあります。　

● 故障の場合は、巻末のお問い合わせ先に連絡
    してください。

交流100V以外では使用しない

火災の原因になります。

禁止

故障や異常のまま放置しない

感電やけが・故障・火災の
原因になります。

禁止禁止

給湯管

電源コード

はじめに
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安全上のご注意

注意
工事の際は、床に養生シートなどを敷く 工事の際に、ディスポーザ内や排水管内に

配管くずなどを残さない

通水後は、必ず各部の水漏れ確認を行う シンクに半分以上水を張り、30分以上放置
して、シンクフランジ部から水漏れがない
ことを確認する

水が漏れると、周囲が水浸
しになり、大きな補償問題
になることがあります。

水が漏れると、周囲が水浸
しになり、大きな補償問題
になることがあります。

● 養生シートなどを敷いていないと床にキズが
    入り、補償問題になることがあります。

● 排水管内に配管くずなどがあると、配管詰
    まりの原因になります。

本製品内には、手を絶対に入れない 本製品の試運転時には、熱湯を使用しない

排水管に変形や劣化が生じ、
漏水の原因になります。

けがの原因になります。

はじめに



- 5 - ディスポーザAC105施工説明書

■ 電源の確認

■ シンク排水口の確認

施工条件の確認　

はじめに

本体および配管の取り付けスペースとして、シンク下
に図のようなスペースが必要です。

■ 取付スペースの確認

取り付け可能なシンク排水口の寸法は図の通りです。
(標準寸法は、φ115mm（開口穴φ89mm）です）

● 電源は、交流100V、15A以上必要です。
● シンクキャビネット内に、アース付き専用コンセ
ントが必要です。

● 本製品の電源コードの長さは、約1.0mですの
でコードの届く範囲に専用コンセントが必要です。

● 電源スイッチが別途必要です。
→7ページ参照

図中の排水管据付範囲内に排水口があることを、
ご確認ください。
この範囲にない場合は、フレキトラップ等を使用
してください。

■ トラップ位置の確認（Sトラップセット（別売り）使用の場合）

注意
シンクキャビネット内にコンセントを設置する場合

は、電気工事士の有資格者が行ってください。

（
30
7m
m
）

121mm
以上

（101mm）

（101mm）

φ115mm

(φ89mm)

約250mm

アース端子

電源プラグ

AC100V-15AAC100V-15A

152mm

R160mm

排水管据付範囲
投入口

排水管 VP40

※ご使用のトラップにより変わります

φ180mm（開口穴φ159mm）
のシンク排水口の場合は、
同梱の180mm用フランジア
ダプタをお使いください。

φ180mm

(φ159mm)

※シンク排水口の寸法によっては、取り付けられな
い場合がありますので、ご注意ください。
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■ 本体部品

はじめに

■ 別売部品

■ 施工に必要な工具

部材の確認

サービスレンチ
（付属品）

ウォータプライヤ ロックナットレンチ
（115mmフランジ取り付け時に

は使用しません）

ノコギリ

携帯用ジャッキ
ラボラトリージャッキなど

ドライバー
（プラス・マイナス）

輪ゴム
（115mmシンクフランジ
取り付け時に使用）

（付属品）

パイプ（１個）

止め具（１個）

115mmシンクフランジ、
電源プラグ、ディスポーザ本体

（1台）

ストッパー（1個）

スプラッシュガード（1個）

ゴムパッキン
（1個）

180mmシンク用
フランジアダプタ

（1個）

点検口付 Sトラップセット
（防振ゴム付）

フレキトラップ S/P 兼用トラップ
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各部の名称／外形寸法図　

■ 各部の名称

はじめに

■ 外形寸法図

防雨露出スイッチ

フットスイッチ

ストッパー

スプラッシュガード

ディスポーザ本体

投入口

※ エマソンの供給品ではあ
 りません。
 スイッチの形状と設置場
 所は、イラストと異なる
 場合があります。

※ 下記の例のスイッチ等も
 使用できます。
 （仕様：100V 15A）

排水管（別売り）

（Ｓトラップの例）

過負荷保護装置のリセットボタン（赤）

サービスレンチ差し込み穴

アース端子： 電気用品安全法の技術基準に準じた
 アース端子

ディスポーザ本体の
底面

電源プラグ

電源スイッチ

φ115

165

102

152

307

φ159

φ201
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施工の流れ

施工

1
シンクフランジの取付
シンクフランジをシンクに取り付けます。
　115mmフランジの取付
　180mmフランジアダプタの取付

9ページ
11ページ

2 排水パイプの取付
排水パイプをディスポーザの排水口に取り付けます。

13ページ

3 ディスポーザ本体の取付
ディスポーザをシンクに取り付けます。

13ページ

5 スプラッシュガードの取付
ディスポーザの投入口にスプラッシュガードを押し込みます。

17ページ

4 排水管の取付
排水管をディスポーザの排水パイプに取り付けます。

15ページ

試運転 18ページ
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据付工事　

②

注意
シンクとゴムパッキンの間にごみ等がはさまると、

水漏れの原因になります。シンクの排水口付近を清

掃してから、取り付けてください。

施工

①
1. シンクフランジの取付
　115mmフランジの取付

シンクの排水口に同梱のゴム
パッキンとシンクアダプタを取
り付ける

③

シンクフランジをディスポーザ
本体から取り外す
●取り付けリングを矢印方向に回して、シン
クフランジをディスポーザ本体から取り外
します。

シンクフランジをシンクアダプ
タ、厚紙パッキン、バックアップ
フランジ、取り付けリング、ス
ナップリングに分解する
●取り付けリングのネジ3本をゆるめます。
●シンクアダプタの溝に入っているスナップ
リングを、ドライバでこじ開けて外しま
す。

※厚紙パッキンは不要です。
取り外し後に廃棄してください。

取り付けリング

回す

シンクフランジ

シンクアダプタ

厚紙パッキン
※取り外し後に廃棄

取り付けリング
※ネジ3本をゆるめます

バックアップフランジ

スナップリング

スナップ
リング

ネジ

ネジ

シンク

同梱のゴムパッキン

シンクアダプタ
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取り付けリングのネジ3本を
締めつける
●取り付けリングのネジ3本は均等に締めつ
けてください。

④

据付工事

施工

バックアップフランジと取り付け
リング、スナップリングを取り付
ける
●シンクの下側からバックアップフランジと
取り付けリングを押し込み、付属の輪ゴム
で落下しないように仮固定します。

●最後にスナップリングをシンクアダプタの
溝にはめ込みます。

●スナップリングをはめ込むと、取り付けリ
ングなどは落下することはありませんの
で、輪ゴムを取り外します。

⑤

シンクアダプタ

バックアップ
フランジ

取り付け
リング

輪ゴム

スナップリング
輪ゴムで仮固定
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据付工事　

②

施工

①

180mm フランジアダプタに
115mmシンクアダプタ、同梱
のゴムパッキン、バックアップフ
ランジ、取り付けリング、スナッ
プリングを取り付ける
● 180mmフランジアダプタの上側から同
梱のゴムパッキンと115mmシンクアダ
プタを押し込みます。

● 180mm フランジアダプタの下側から
バックアップフランジと、取り付けリング
を押し込み、最後にスナップリングを
115mmシンクアダプタの溝にはめ込み
ます。

③

115mmシンクフランジを
ディスポーザ本体から取り外す
●取り付けリングを矢印方向に回して、
115mmシンクフランジをディスポーザ
本体から取り外します。

115mmシンクフランジを
115mmシンクアダプタ、厚紙
パッキン、バックアップフラン
ジ、取り付けリング、スナップリ
ングに分解する
●取り付けリングのネジ3本をゆるめます。
●シンクアダプタの溝に入っているスナップ
リングを、ドライバでこじ開けて外しま
す。

※厚紙パッキンは不要です。
取り外し後に廃棄してください。

　180mmフランジアダプタの取付

取り付けリング

回す

115mmシンクフランジ

115mmシンクアダプタ

厚紙パッキン
※取り外し後に廃棄

取り付けリング
※ネジ3本をゆるめます

バックアップフランジ

スナップリング

スナップ
リング

ネジ

ネジ

115mmシンクアダプタ

同梱のゴムパッキン

バックアップフランジ

取り付けリング

180mmフランジアダプタ

スナップリング
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ロックナットを締めつける
●ロックナットを、手で上下のガタがなくな
るまで、締めつけてください。

●さらにロックナットレンチで、ロックナッ
トを締めつけてください。
（締め付けトルク ：40Nm推奨）

シンクの排水口にゴムパッキン
と、180mmシンクアダプタを
取り付ける

④

据付工事

施工

ロックナットを取り付ける
●ロックナットは図中の矢印方向に回して取
り付けます。

⑥

⑧

取り付けリングのネジ3本を締
めつける
●取り付けリングのネジ3本は、均等に締め
付けてください。

注意
シンクとゴムパッキンの間にごみ等がはさまると、

水漏れの原因になります。シンクの排水口付近を清

掃してから、取り付けてください。

⑦

ロックナットとゴムパッキンを
外す
●ロックナットは、図中矢印方向に回して外
します。

⑤
180mmシンクアダプタ

ロックナット

ゴムパッキン

180mmシンクアダプタ

シンク

ゴムパッキン

180mmシンクアダプタ

ロックナット

ロックナットレンチ 
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据付工事　

施工

3. ディスポーザ本体の取付

ディスポーザ本体に排水パイプ
を取り付ける
●排水パイプを差し込み、ディスポーザの防
振ゴム内の溝にはめ込んだら、止め具で
しっかりと固定してください。

①

①

2. 排水パイプの取付

排水パイプ
防振ゴム

止め具

排水パイプ溝

溝

止め具で固定する

ディスポーザ本体を持ち上げ、
取り付けタブのツメを、取り付
けリングのつば部に引っ掛ける
●シンクキャビネットの底板にキズ等がつか
ないように、養生シート等を敷いて行って
ください。

●ディスポーザ本体を持ち上げるときは、携
帯用ジャッキを使用すると便利です。

●取り付けタブのツメ（3箇所）を、取り付
けリングのつば部（3箇所）に引っ掛けた
ら、取り付けタブを軽く図中の矢印方向に
回して、安定させてください。

※必ず取り付けタブのツメ3 箇所全部が掛
かっていることを確認してください。

シンクアダプタ

取り付けタブ

携帯用ジャッキ

養生シート

ディスポーザ本体

取り付けリングのつば部

取り付けタブのツメ
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ディスポーザ本体を回して、排
水パイプと排水管の位置を合わ
せる
●携帯用ジャッキを使用していない場合は、
ディスポーザの本体の落下に注意してくだ
さい。

据付工事

施工

取り付けタブに付属のサービス
レンチを差し込んで回転させ、
ディスポーザを固定する
●取り付けタブ3箇所の差し込み穴の1箇所
にサービスレンチを挿入し、図中矢印方向
に回します。

●取り付けタブのツメが隆起部を乗り越え、
ツメ内の中央位置にある凹部に収まる位置
まで回してください。

●ディスポーザが完全に固定したことを確認
してから、携帯用ジャッキを外してくださ
い。

②

③

排水パイプ

排水管

サービス
レンチ

取り付けタブ
隆起部ツメ

つば部 ツメ内の凹部

隆起部 取り付けタブ

取付完了時の爪の位置
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据付工事　

施工

立ち上げ排水管VP40Aに、防
振継手を取り付ける
●立ち上げ寸法は、標準50mmです。

●ホースバンドをゆるめてから、押し込んで

ください。

①

4. 排水管の取付
● 排水口が排水管据付範囲内にあることを確認してください。→5ページ参照
● ここでは、主に点検口付Sトラップセット（別売り）の取り付け例を説明します。

ディスポーザの排水パイプに、
トラップ本体とSパイプを仮止
めして、パイプ間の高さを確認
する
●防振継手の上端から25mm下でSパイプ

を切断してください。

②

仮止めしたトラップ本体とSパ
イプを外し、防振継手にSパイプ
を取り付ける
●のみ込み寸法は、25mmです。

●ホースバンドをドライバーで締めつけてく

ださい。

③

立ち上げ排水管

防振継手

ホースバンド

50
m
m

トラップ本体

切断位置

25mm

排水パイプ

Sパイプ

防振継手

立ち上げ排水管

注意
のこぎりで切断後、切断面にバリ等を残さないでく

ださい。漏水の原因になります。

Sパイプ

ホースバンド

防振継手

25mm
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据付工事

施工

ディスポーザの排水パイプに、
トラップ本体を取り付ける
●トラップ本体の突き当て位置まで確実に押

し込んでください。

●袋ナットは手締めで、確実に締めつけてく

ださい。

④

Sパイプとトラップ本体を取り
付ける
●三角パッキンB（小）がずれないように、ト

ラップ本体を押し込んでください。

●袋ナットは手締めで、確実に締めつけてく

ださい。

⑤

トラップ本体

排水パイプ

※矢印の向きに注意
　してください。

袋ナット

スリップワッシャ

三角パッキンA（大）

※三角パッキンA（大）の
　向きに注意してください。

Sパイプ

袋ナット

スリップワッシャ

三角パッキンＢ（小）

※三角パッキンB（小）
　はSパイプの溝に合
　わせて取り付けてく
　ださい。

断面図
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据付工事　

施工

取付状態を確認する
●排水管部の取り付け完了後、本体が傾いて

ないことを確認してください。

●袋ナット2箇所および高圧洗浄ポートが、

確実に締めつけられていることを確認して
ください。

⑥

5. スプラッシュガードの取付

ディスポーザ本体の投入口にス
プラッシュガードを押し込む
●図の溝の位置まで、押し込んでくださ

い。

●図の位置で止まるようになっています。

押し込みすぎると、粉砕室の中に落ちてし
まいます。

①

高圧洗浄ポート

袋ナット

※水準器等で水平を確認する
注意

● ディスポーザ本体が斜めになると、異常振動の原

 因になります。

● 袋ナットと高圧洗浄ポートは、手締めにて締めつ

 けてください。工具で締め付けると、袋ナット部

 が割れ、漏水の原因になります。

※ フレキトラップ、S/P兼用トラップ
 にはVP50A用アダプタが付属して
 います。

ご参考

S/P兼用トラップ取り付けの例フレキトラップ取り付けの例

VP50A排水管

VP50A用アダプタ

VP40Aに対応

スプラッシュガード

この溝まで押し込む
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電源プラグのテストボタンを押
す
●漏電表示ランプが点灯し、ディスポーザの
回転が止まります。

①

確認

注意
試運転を行う前に、必ずご確認ください
● ディスポーザは、正しく取り付けられていますか？

● 排水管は、正しく取り付けられていますか？

● 電気工事および水道工事は、完了していますか？

● アース線は、正しく接続されていますか？

● ディスポーザ内に、異物は入っていませんか？

● 電源プラグを差し込んだ時に運転が始まらないよう、電源スイッチの「off」を確認してください。

●試運転の前にストッパーをはめて、シンク内に水
を満たし、ストッパーを外して一気に排水し、水
漏れのないことを確認してください。

試運転　

注意
濡れた手で、電源プラグの操作をしないでくださ

い。感電の原因になります。

■ 水漏れを確認する

■ 電源プラグを確認する
電源スイッチを入れる
※電源プラグの確認は、ディスポーザに通電
した状態で行います。ディスポーザは回転
を始めますので、周囲の安全を確認したう
えで行ってください。

②

■ 電源プラグを接続する ●電源プラグは、確実に奥まで差し込んでくださ
い。

●アース線の接続が正しく行われていることを確認
してください。

アース線

電源スイッチ「on」

漏電表示ランプ

テストボタン
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③

②

蛇口を開いて水を流す
●人さし指の太さ程度（毎分約8リットル）

の水を流してください。

試運転　

①

電源スイッチを入れる
●ディスポーザが運転することを確認してく
ださい。

●運転中に異常音、異常振動がないことを確
認してください。

確認

電源スイッチを切る
●ディスポーザが運転を停止することを確認
してください。

ディスポーザが停止したら、蛇
口を閉め水を止める

④

電源プラグのリセットボタンを
押す
●漏電表示ランプが消灯し、ディスポーザが
再び回転します。

※リセットボタンを押しても消灯しない場合
は、漏電が考えられます。販売店か、巻末
のお問い合わせ先にご連絡ください。

③

■ ディスポーザを確認する

電源スイッチを切る④

消灯

リセットボタン

電源スイッチ「off」

電源スイッチ「on」

電源スイッチ「off」

各部に水漏れがないことを確認
する
●運転後、排水パイプのゆるみ等がないこと
を確認し、必要に応じて増し締めを行って
ください。

⑤
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本マニュアルの一部、または全部について、無断
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●お問い合わせ
本製品を施工する上でのトラブルや不明点などは、下記にお問い合わせく
ださい。
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日本エマソン株式会社　InSinkErator事業部
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